
千葉体育学研究,28,1-7(2003)

小学校教員養成課程における陸上運動の指導
一ハー ドル走における課題解決型学習法一

佐藤道雄 下永田修二

千葉大学教育学部

hstmcdon of Track and Field on Course of Ele]menttly School

;Problem―Solving Leaming on Hurdles

Michio SATO and Shtti SHⅢ ONAGATA

Chiba University,Faculty of Education

Abstract

lnstrllction of ield and track on our course of elementary school has two focus points.The one is to

develop student's skilo The other is to be recognized a method of Problem―Solving Leaming for students.

The purpose of this study is to measure a development of skill and to invesdgate recognition of

Problem―Solving Leaming in a class of physical education.

The time of hurdles before class was 13。41±1.79(sec),and that a山;er class was 12。29±1。20(sec)。There

was a signiicant dittbrenceo This result indecated the development of hurdung Skill during this class.

In the questionnare about Problem―Solvlng Leameng,the beneit point was to be able to set a personal

OtteCtiVe with each student,and to recognize each studenぜs ability。OtherⅢse,the fault was to

over‐recognize their and was a dittculty of modvating students.

I.緒 論

平成10年に告示がなされた小学校学習指導要領

の体育科の 目標では 「運動に親 しむ資質や能力を

育てる」 とうたわれてお り、「自ら考えた り工夫 し

た りしなが ら運動の課題を解決する学習」が重視

されている (文部省,1998;1999)。 しかし、現在、

小学校教員養成課程に所属する多 くの大学生は、

昭和52年もしくは、平成元年に公示 された学習指

導要領に則 した小学校体育の授業を受けてきてい

る。 この昭和52年に公示 された学習指導要領の体

育科の 目標では 「運動に親 しむ」、「体力の向上」

に重点が置かれ、「運動の楽 しさを経験することの

重要さ」が強調 されている (文部省,1977)。また、

平成元年公示の学習指導要領における体育科の 目

標の中では 「運動に親 しませる」とうたわれ、「生

涯を通 じて運動が実践できるようにする」 と示 さ

れて、「運動は楽 しいものである」とい うことを実

感 させることに主眼が置かれている (文部省,198

9)。これ らの学習指導要領の変遷から考えると、

現在、教師を目指 している小学校教員養成課程に

所属する大学生は、小学校の体育の授業で、「運動

に親 しみ」、「体力の向上」に主眼を置いた授業を

受けていていると考えられる。

したがつて、現職の小学校教員もそ うであるが、

これから小学校の教師を目指す大学生は、平成14

年度から実施 される小学校学習指導要領の示す「自

ら学び、自ら考える力を育成すること」の意味を

十分に理解 し、これに則 した授業実践の方法を考



えていく必要がある。つまり、大学の小学校教員

養成課程で教師教育としての体育の授業を行 う上

で、学生自身の運動技能の習得だけでなく、学習

方法を理解させることが必要になってくると考え

られる。そこで新しい学習指導要領をみてみると、

従来の 「技能」「態度」に加えて 「学び方」が学習

内容としてつけ加えられた (文部省,1999)。この

体育における 「学び方」はこれまでの 「教えられ、

覚える学習」から 「課題解決学習」へと変換 して

きている。児島(1999)によると、「課題解決学習」

とは 「教材の内容や教材から学習主題 ・テーマと

して選んだ内容を、子ども自ら自分の問題 として

とらえ直し、自ら解決 ・解明していく学習である。」

(児島,1999)と 示されている。 したがつて、体

育における教師の役割としては、教材、もしくは

課題の与え方が重要になってくると考えられる。

これまで述べてきたように、小学校における体

育のあり方が変わつてきており、それに則 した教

員養成を行っていく必要があるが、また、近年、

教員免許の取得に関する条件も改訂されてきてい

る。平成10年6月 の教職免許法の改定によると、

小学校教諭一種免許を取得する際、「教科に関する

科目のうち一以上の科目について修得するものと

する。」となり、体育教科に関する科目を必ずしも

学ばなくとも小学校教諭一種免許が取得できるよ

うになっている。そこで、この教職免許法の改訂

に伴い小学校教員養成課程を有する大学がどのよ

うなカ リキュラムを再編 しているのか調査するた

めに、平成H年 6月 に小学校教員養成課程を有す

る大学に対して、「体育教科に関する科目」に関す

るアンケー ト調査を行つた (佐藤ほか,2001)。そ

の結果、今回の教職免許法の改定後も83.4%の 大

学で 「体育教科に関する科 目」を必修として課 し

てお り、その内容については、実技技能の習得が

中心であることが明らかになった。これまで本学

でも、小学校教員養成課程の体育に関する科 目に

おいては、実技技能の習得を中心とした授業を行

つてきた。しかし、学習指導要領の変遷をふまえ、

教師教育を考えた場合、体育実技における技能習

得だけではなく、体育における学び方 (課題解決

型学習法)を 重視 した授業を行 う必要がある。そ

のために、学生 自身が経験 していない、体育にお

ける課題解決学習を体験 させることにより、技能

習得 と学び方に関する理解 を目指 した授業展開を

実施 した。

そこで、本研究では、本学小学校教員養成課程

の体育実技の授業を課題解決型学習法で行い、課

題解決型学習法による技能習得度 と学習方法の理

解度について検討 し、その有効性を明らかにする

ことを目的とする。

Ⅱ。研究方法

本学の小学校教員養成課程では、教科に関する

科 日としての 「体育」が 2単 位必修 となっている。

授業 としては 「体育 I」 と 「体育 Ⅱ」の 2科 日で

あ りそれぞれ半期 1単 位 となっている。授業内容

は 「体育 I」が陸上運動 とボール運動で、「体育Ⅱ」

は器械運動 と表現運動である。

今回は 「体育 I」 の授業の陸上運動において課

題解決型学習法を試みた。

1。 研究対象および期間

対象授業 :体育 Iの 陸上運動

対象学生 :小学校教員養成課程50名

(男子20名、女子30名)

期間 :平成12年4月 28日～ 6月 16日

授業時間数 :5時 間 (1時 間は90分)

2。 授業形式

1時 間 日と5時 間 目を記録会 とし、それぞれタ

イムを測定 した。 タイム計測時の第 3ハ ー ドル と

第 4ハ ー ドルの間の動きをビデオカメラで撮影 し

た。

この授業ではハー ドル走 とともに走 り高跳び と

走 り幅跳びを行つているので、 2～ 4時 間目は 3

グループに分けグループ学習 とし、 1種 目20分ず

つでローテーションする方法を用いた。 このグル

ープ編成は第 1回 目の記録会の測定記録をもとに

異質グループで編成 した。 このグループ学習の時

間も、第 3ハ ー ドル と第 4ハ ー ドルの間の動きを

ビデオカメラで撮影 した。

このグループ学習の方法は課題解決型学習法で

佐藤道雄ほか

- 2 -



f`、 学生は毎時間表 1の ような学習記録カー ド

を≡= 、ヽ各時間のは じめに自分の課題 を決め、そ
~課

題を解決するための方法を選択 し、その方法

こ性って練習を行つた。カー ドには本時の 日標、

更ぜ、達成度、次への課題点等を記入 させた。

3。 記録会の方法

記録会の設定は、男女別に下記のような設定で

行つた。

・男子 :70mハ ー ドル

(ハー ドル 6台 、高さ0。75m、インターバル8。5m)

・女子 :60mハ ー ドル

(ハー ドル 6台 、高さ0。60m、インターバル7。Om)

上記の設定で、 1時 間 日、 5時 間 目の記録会 と

も、 2回 ずつタイムの計測を行い、良い記録の方

を採択 した。また、両記録会 とも表 2に 示す記録

用紙に、記録、技術ポイン ト、感想について記録

してもらった。

ゴール

羹
E   E
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4。 練習の場の設定

グループ学習時における練習の場は、通常のハ

ー ドルの場、倒 したハー ドル とゴムホースで作成

した輪 (直径 lm、 以後ホースサァクル とする)

を置いた場、ホースサークルのみの場、抜き足練

習用の場の 4種 類を準備 し、図 1の ように配置 し

た。ハー ドルの高 さは図 1に 示 したように、学習

者によつて変更することが可能である。 この練習

の場に関 しては、各 自で工夫 してよいこととし、

各 自で行つた練習の場を記録用紙に記録 させた。

また、ホースサークルによる練習の場は、第 1回

記録会時にハー ドル間を、着地 ・1・ 2・ 3の リ

ズムで走れた学生の 1、 3歩 目の着地位置を、撮

影 したビデオ映像か らコンピュータによる分析を

行い、着地地点を算出 し、表 3、 図 2に 示す よう

にホースサークルを置 く位置を設定 した。

じ:倒し
雹れ鼈卸 。3a

[:ハ ードル

要ロト→ 籟iさ0。

“

,0.52,0.00,

0.68,0.75mで可ガ

女子→ (面さ0.44,0.52,0.60mで硼

男子コース

じ ´ 0ゆ0´

E  E  E

―7.Om スタートライン

]  ]  ]
歩きながら抜き足の練習

ハー ドル走における練習の場

表1 陸上運動 (ハー ドル走)に おける学習カー ド

菫の 目当て

よくできた Oで きた △

日の改善点 ・感想

表2 記録会時記録用紙

(ハー ドル走)

秒
¨
秒

術ポイント0ハ ー ドルに到連するまでの速度  (は やい、運い、ちょうどよい)

O踏 みきり位置          (近 い、遺い、ちょうどよい)

0高 さ              (高 い、低い、ちょうどよい)

0着 地              (近 い、遠い、ちょうどよい)

O撮 り上げ脚の上げ方       (よ い、どちらでもない、悪い)

0抜 き足の動かし方        (よ い、どちらでもない、悪い)

0リ ズム             (ょ ぃ、どちらでもない、悪い)

O全 体的によく出来たか?「によい、よい、どちらでもない、悪い、非常に悪い)

・気付き

歩きながら抜き足の練習

]  ]  ]

, 0 ' 0 ,

図1
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Ⅲ.結 果

1。 記録会での記録の変化

ハー ドル走のタイム (男子70m、 女子60m)は

第 1回 目の記録会時に13。41±1.79(sec)(平均土

標準偏差)で あったものが、第 5回 目の記録会で

は12.29±1.20(sec)にな り、授業前後において平

均 して1.12(sec)短縮 してお り、 1%水 準で有意な

向上がみ られた。

2。 歩数の改善度

ハー ドル間の歩数に関しては図 3に 示すように、

第 1回 目の記録会時に 3歩 でクリアできた学生は3

5.2%で あったが、第 5回 目の記録会時では63。0%

と大幅に増加 している。逆に、第 1回 日の記録会

時にハー ドル間を 5歩 で走っていた学生は44.4%

であつたものが、第 5回 日では14。8%ま で減少 し

てお り、ハー ドル間の歩数の改善が認められた。

3。 記録会時のアンケー ト結果

第 1、 5回 記録会時における技術のポイン トの

変化を表 4に 示 した。 どのポイン トに関 しても第

1回 目記録会時より第 5回 目記録会時の方が改善

◎女子
3歩目の位置
(4.5～5.5m)

000

VO Oミゆ

<第 1回記録会 >            <第 5回記録会>

図3 第1、第5回記録会におけるハードル間の歩数変化

している傾向を示 していた。特に大きな変化を示

したのは、 リズムに関する項 目で、第 1回 日は、

リズムが 「よい」 と回答 した学生が17。3%で あっ

たが、第 5回 日では45.1%の 学生が 「よい」 と回

答 してお り、27.8%の 向上を示 していた。次に改

善がみ られた項 目はハー ドルに到達す るまでの速

度で、「ちょうどよい」と回答 した学生が24.1%増

加 し、踏切位置についても 「ちょうどよい」 と回

答 した学生が21。6%増 加 していた。

また、「全体的によく出来たか ?」 とい う全体評

価の項 目に関して 5段 階評価で得点化 したところ、

第 1回 目記録会時が2。49±1。01、第 5回 目記録会

時が3.30±1。04であり、0.1%水 準で有意な向上が

認められた。

4。 腰部の位置 0速度変化

記録会時の記録 と技術のポイン トに関するアン

ケー ト結果か ら有意に記録が向上 していることが

伺えたが、この記録の向上が実際の動きではどの

◎男子

3歩目の位置
(6.0～7.Om)

○ ○

1歩目の位置
(2.0～3.Om)

○ ○

VO O ン
E

臨
。
ン
Ｅ

嗜

○

○

ン ○

E型二一一E
■

走方向

図2 ホースサークルの位置

※ホースサークルは、着地後1歩日と3歩目に置くようにし、
各ホースサークルを置く位置は、手前のハードルからの距離で
示してある。

表3 輸 (ゴムホース)を 設定する位置
単位 :m

男子 女 子

1歩目 3歩目 1歩目 3歩目

着地+1,2,3のリズムで
走れた学生の着地位置

輪の設定範囲 2.0?3.0 6.0?7.0 1.5?2.5 4.5?5.5

7歩 1.鰯
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表4第 1、5回記録会における技術ポイントの変化

着地             抜足の動カ

切位置       _  振上げ脚の上げ方       リズム

千葉体育学研究,28,1-7(2003)

|||:

ように変化 しているかを考察す るために、ビデオ

カメラで撮影 した映像か ら動作分析を行つた。 こ

こでは特に記録の向上の大きかった 8名 の学生に

ついて、腰部の水平方向の速度変化、鉛直方向の

位置変化、ハー ドルのクリアランス高を算出し表

5に 示 した。 この 8名 の平均タイムに関しては、

第 1回 目記録会時が15.23±1.60(sec)、第 5回 目

記録会時が12.96±1.45(sec)と0。1%水 準で向上 し

ていた。ハー ドル間の平均速度に関しては第 1回

日記録会時が4e15±0.63(耐sec)、第 5回 目記録会

時が4。71±0。69(nげsec)と1%水 準で向上 し、クリ

アランス高に関しては第 1回 目記録会時が1。05±

0。08(m)、第 5回 目記録会時が0。98±0。09(m)と

5%水 準で有意な向上が認められた。

5.課 題解決型学習法の利点と欠点について

第 5回 目の記録会終了後に、今回行った授業形

式の利点 ・欠点について自由記述で回答 してもら

つた (図4参 照)。利点については 「個々にあった

目標が持てる」 と答えた学生が最 も多 く、26名で

あつた。次に 「個人の能力が把握できる」が 8名 、

「協力 ・教えあえる」、「達成感が味わえる」が 7

口4-1課 題解決型学習の利点

日4課 題解決型学習方法の利点・欠点

名であった。欠点に関しては、「自己の能力を誤診

する可能性がある」が最 も多 く7名 、次に 「やる

気のない子への対応が難 しい」、「できない子への

対応が難 しい」、「全体のまとま りが持てない」が

5名 ずつであつた。

Ⅳ.考 察

1。 定量的測定結果から

前項の測定結果のように、 1回 あた り20分の 3

回の学習時間で、ハー ドル走のタイム、ハー ドル

間の歩数、ハー ドル上でのクリアランス高などが

改善 していることが明らかになった。 この結果か

ら、今までこの授業では行ったことのなかった課

題解決型学習法でも、相当の技能の向上が望める

といえるであろう。

2。 記録会時のアンケー ト結果から

前述のようにタイムや歩数などが改善 された運

動は、学習者 自身の運動感覚 としても変化がみ ら

れている。 2回 の記録会の後に回答 されたアンケ

ー トから、 リズムなどの個別の項 目についてもよ

くなっているとい う自己評価を示 している。 さら

にハー ドル走の全体評価についても改善 されたと

い う回答が増加 し、タイムなどの結果だけでなく

運動中の運動経過においても運動が改善 されたこ

とが 自覚できていると思われる。運動が改善 され

ハ ー ドル 間還贋 、 ク リア ラ ンス高の

第1回記録会
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佐藤道雄 ほか

てくると、より小 さな労力で今まで以上の達成が

可能 とな り、マイネルはこれを 「経済性の原理」

としてスポーツ運動の協調の指標 としている (マ

イネル91981,p.254)。 さらにマイネルはこの経

済性の原理について 「運動の訓練や トレーニング

においては、このことはもつともいい運動形態の

客観的な諸徴表、なかでも運動 リズムが注意 され

ることを前提 とする」 (マイネル,1981,pe 254)

と述べてお り、運動の経済性 と運動 リズムとに密

接な関係があることを強調 している。アンケー ト

の結果か ら、 リズムが改善 していると自覚できた

学生が多かったことは、その運動の経済性が向上

し、すなわちハー ドル走の運動の協調が高まって

いることを示 していると思われる。

3.ハ ー ドル間の腰部の垂直方向位置変化から

2回 の記録会 とグループ練習の際に第 3ハ ー ド

ル と第 4ハ ー ドルの間の動きをビデオカメラで撮

影 したが、その映像をコンピュータに取 り込み、

腰部の位置変化量を算出した。

図 5は 一人の学生の腰部の垂直方向の位置変化

をグラフに したものである。第 1回 記録会では、

ハー ドル間の局面での腰部には大きな変化はなく、

ハー ドリング時に大きく上昇 している。 2時 間 目

の練習における、ハー ドルを置かずにホースサー

クルのみの場では、走行全体に腰部の上下動が現

れている。 さらに 3時 間 日でのホースサークル と

倒 したハー ドルの場でも同様な上下動が現れ るよ

うになった。最後の記録会での動きをみても同様

な動きがでてきている。

このように動きが変化 してきたことは、行われ

た運動に 「リズム」が現れてきたことを意味する

といってよいだろ う。

マイネルは 「運動 リズムはスポーッ運動の力動

的 ・時間的構造、流れるような緊張 と解緊の交替

と理解 され る。運動 リズムは空間 0時 間的経過に

おける力の入れ方の配分を表 しているのである。」

(マイネル,1981,p。188)と述べてお り、 リズ ミ

カルな運動は技能の向上に役立つ といっている。

またボーデ は、 リズ ミカル な運動 は 「はず む

(fedem)」運動によって特徴づけられていて、そ

れは 「下にはずむ運動」 と 「上にはずむ運動」を

交互に行 うことによってなされ ると述べている。

(ボーデ,1962)

すなわち、図 5で 示 した腰部の上下動に関する

変化は運動 リズムの現れであ り、ハー ドル走の運

動技能の向上が運動経過 としても現れてきている

ことを示 しているといってよいであろう。

( m )

( m )

ム拿方挙

0.330.661.001.331.66(sec)

第1回記録会

ム塗方書

( m )

ム宇方千
(m)

0.330.661.001.331.66(sec)  o.330.661.∞ 1.3311て6(sec)
3時間 目にお け るゴムホー ス 十 第5回記録会

倒したハー ドルの場

図5 M.N。のハー ドル間の腰部鉛 直方 向位置変化

4.課 題解決型学習法の理解について

杉山ら (2000)は 、課題解決型学習を推進 して

いく上で、「他者を思いや り自己解決できる豊かな

子供の育成 とい う教育的課題 を達成するためには

個性 をもつた一人ひ とりの子 どもによる課題 との

取つ組み合いの過程をどのように課題解決型学習

として構成することができるか、今までの指導法

にとらわれない新 しい視点からの創造的発想が問

われている。」と述べている。本研究において、課

題解決型学習法の利点 と欠点について 自由記述で

回答 してもらつた結果、利点に関する項 目で最 も

多かった回答は、「個々にあった 目標が持てる」で

あった。 この 「個々にあった 目標が持てる」 とい

う文言は、杉山らの示す 「個性をもつた一人ひと

りの子 どもによる課題」 と同じ意味を示 している

と考えられる。また、杉山らは学習過程を通 して、

「プロセスを循環 させるために、 うまくいったと

かいかなかった とい うその原因が、活動 している

子 ども自身が 自己評価できるように活動を考える

ことが大切 となる。」 とも論 じている。 これは、利
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点に関する自由記述で 2番 目に回答の多かつた「個

人の能力が把握できる」活動 と同等な意味を示 し

ていると考えられる。杉山らは、課題解決型学習

に関して、「いろいろな場で仲間とともに “対話"

をし、かかわ り合いを持ちながら試行錯誤 し、「上

手になって くる」(「おもしろい」 とい う “関係"

を学習で作 り上げるところを特徴 としている。」と

も述べている。 この文言は、アンケー ト結果から

3番 目に回答の多かった 「協力 ・教えあえる」、「達

成感が味わえる」 とい う学び方、達成感に関する

項 目を示 していると考えられる。

このようにアンケー トの 自由記述か ら得 られた

利点に関する多 くの項 目は杉山らの述べている課

題解決型学習を推進する理由と近似 した内容を示

していることか ら、わずかな授業時間の中でも、

これまでとは異なった授業形態の理解は、かな り

深まったといえるであろう。

V.ま とめ

本研究は、本学小学校教員養成課程の体育実技

の授業を課題解決型学習法で行い、その際の技能

習得度 と受講学生の学習方法の理解度について検

討 し、その有効性を明らかにする、とい う目的で

考察を行ってきた。

その結果、陸上運動のハー ドル走については、

記録タイム、ハー ドルのクリアランス高、ハー ド

リングの リズムに明らかな技能の向上が見 られ、

技能習得に関して有効であるとい う結果が得 られ

た。

課題解決型学習法についての、受講学生の理解

度に関しては、「個々にあった目標が持てる」等の

アンケー トによる自由記述の内容から、この学習

法の利点に関する理解は、かな り深まっていると

いえる。

今後、他の運動領域に関しても課題解決型学習

法を用い授業を実践 し、それ らの技能面、および

学習方法の理解度を中心に検討 し、それぞれの運

動種 目の特性にあった学習方法を探っていきたい

と思 う。

千葉体育学研究,28,1-7(2003)
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